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教室名・講師 日時 回数 定員 受講料 

カフェ風ごはんで Lunch！ 
「巻きずし他」 

   

管理栄養士 小田 秀さん 

1 月 2８日（土） 

１０：００～１３：００ 
１回 ２４名 

６００円 

（要材料費） 

韓国料理を作ろう！ 
「韓国ぎょうざ他」 

   

調理師 西尾 春代さん 

１月２２日（日） 

１０：００～１３：００ 
１回 ２５名 

６００円 

（要材料費） 

バレンタインデーのケーキを作ろう！ 
「米粉のフォンダンショコラ他」 

   

講師 奥村 美樹さん 

２月１１日（祝） 

１３：００～１６：００ 
１回 １４名 

６００円 

（要材料費） 

＊＊今月の休館日＊＊ 

１月１日（日）、1 月２日（月）、1 月３日（火）、１月１０日（火）、1 月１６日（月）、1 月 23 日（月）、1 月３０日（月） 

「
今
年
こ
そ
飛
躍
の
年
に
」 

 

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
は
誠
に
お

世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

２
０
２
３
年
は
十
二
支
で
い
う
と
「
卯
年
」
十
干
で
は

「
癸
」
と
な
り
干
支
は
「
癸
卯
（
み
ず
の
と
・
う
）」
と
な

り
ま
す
。
「
癸
卯
」
に
は
、「
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
花
開

き
、
実
り
始
め
る
こ
と
」
と
い
っ
た
縁
起
の
良
さ
を
表
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や

世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
が
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
だ
ん
だ
ん
と
感
染
状
況
が

好
転
し
コ
ロ
ナ
か
ら
の
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
当
施
設
で
も
、
昨
年

は
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
な
賑
わ
い
が
帰
っ
て
来
る
様
、
今
ま

で
の
数
年
間
か
ら
大
き
く
「
飛
躍
」
し
、
私
た
ち
の
生
活

や
世
界
情
勢
が
大
き
く
「
好
転
」
す
る
年
に
な
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

受講生募集

 

この時期の代表的

な花と言えばサザン

カ。花言葉は「ひた

むきさ」「困難に打ち

勝つ」です。花の少

ない寒いこの時期に

ピッタリですね。 

※申し込みは、１月４日（水）から先着順にて受付け、定員になり次第締め切ります。 

※受講料は初回前納。納入された受講料は原則返金いたしません。 

※受講料のほかに材料費などが必要です。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多目的広場使用停止のお知らせ 

受水槽改修工事に伴い、下記の期間、多目的広

場の使用を停止いたします。ご迷惑をお掛け

しますが、よろしくお願いします。 

期間 

令和４年１２月１３日（火）～ 

令和５年３月２４日（金） 

工事車両が入る為、多目的

広場がご利用できません 

予告 書楽書初展を開催しま

す 「書楽」で学ばれている、小学生から高校生までの 

書初優秀作品、約１４０点が一堂に展示されます。 

ぜひ、この機会に一度ご覧ください。 

 

期間 令和５年２月８日（水） 

       ～２月１2日（日） 

時間 午前９時～午後８時 

   （最終日は午後３時まで） 

主催 山陰蘭亭会 

共催 伯耆しあわせの郷 

 

令和５年度４月開講教室 

受講生一斉募集開始日について 
お知らせ 

２月７日（火） スポーツ教室受付開始≪ヨーガ教室他全１６教室≫ 

２月１０日（金） 創作・文化教室受付開始≪陶芸教室他全２８教室≫ 

また、３月に水墨画・日本画教室、民踊教室、煎茶教室の無料体験教室を開催する

予定です。 

※詳しくは、市報２月号折込チラシ又はホームページをご覧ください※ 

 
ご
利
用
者
の
皆
様
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た 

 
当
館
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
の
た
め
、
11
月
に
ご
利
用
者
の
み

な
さ
ま
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
278
名
の
方
か
ら
ご
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

施
設
の
管
理
運
営
状
況
や
各
教
室
の
受
講
内
容
の
満
足
度
な

ど
を
選
択
式
で
、
当
施
設
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
記

入
式
で
お
伺
い
し
ま
し
た
。
我
々
が
日
頃
見
落
と
し
て
い
る
点
な

ど
の
ご
指
摘
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
た
。
随
時
改
善
に
着
手

し
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
①満足

（147人）

53%

②おおむ

ね満足

（116人）

42%

③少し不満

（6人）

2%

④不満

（0人）

0%
⑤未回答

（9人）

3%

教室満足度

①満足

（126人）

45%
②おおむね満

足

（135人）

49%

③少し不満

（8人）

3%

④不満

（0人）

0%
⑤未記入

（9人）

3%

施設の総合的満足度



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

北
欧
の
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り 

         

    
「
ヒ
ン
メ
リ
」
を
作
ろ
う
❢
開
催 

麦
藁
を
用
い
て
作
る
北
欧
の
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
「
ヒ

ン
メ
リ
」
作
り
の
教
室
を 

１２
月
３
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
は
ま
ず
、
切
り
出
し 

た
麦
藁
か
ら
パ
ー
ツ
を
作
り
、 

次
に
ヒ
ン
メ
リ
の
基
礎
を 

習
得
し
ま
し
た
。 

そ
こ
か
ら
応
用
を
利
か
せ 

て
思
い
思
い
に
様
々
な
形
の 

ス
テ
キ
な
ヒ
ン
メ
リ
を
完
成 

さ
せ
ま
し
た
。 

      

干
支
作
り
教
室
開
催 

         

１１
月
１９
日
ち
り
め
ん
細
工
干
支
作
り
教
室
を
開
催

し
、
令
和
五
年
の
干
支
「
卯
」
を
作
り
ま
し
た
。 

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
に
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
て
い
る
方
も
あ
り
、
よ
い
年
に
な
る
よ
う
に
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
兎
の
干
支
人
形
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。 

☃ 中部・冬の手づくり教室開催            

12 月 11 日、中部ものづくり道場などの主

催でもの作り教室が開かれました。 

各々選んだ①防犯ブザー②草木染め③ゴム

動力二枚羽ロケットヘリコプター④歯ブラシ

振動ロボットなどを真剣な表情でつくってい

ました。 

ものづくりの楽しさと完成させたときの喜

びなどを体験することができました。 
 

      キムチ作り教室が開催されました      

 12 月 18 日に年末恒例のキムチ作り教室が開か

れました。白菜の下処理、塩漬け、調味液作り、漬

け込みと一連の作業工程を学ばれました。 

 各ご家庭で熟成発酵させておいしい自家製キム

チが完成です。みなさん楽しみに喜んで持ち帰ら

れました。 

令
和
４
年
度
ふ
る
さ
と
未
来
工
房 

本
物
に
触
れ
る
！ 

～
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ
る
子
ど
も
の
た
め
の
製
作
体
験
～
開
催 

月

日
（
火
）
上
灘
小
学
校
４
年
生
の

人
、

月
９

日
（
金
）
に
浦
安
小
学
校
６
年
生

人
が
当
館
を
訪
れ
、「
絣
」

製
作
と
草
木
染
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
鳥
取
県
の
文
化

財
課
が
主
催
し
、「
も
の
を
つ
く
る
こ
と
の
楽
し
さ
」
を
感
じ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
本
物
の
文
化
財
に
触
れ
る
こ
と
で
、
伝

統
工
芸
や
伝
統
文
化
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
を
作
る

た
め
「
ふ
る
さ
と
み
ら
い
工
房
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で

す
。 当

日
は
、
県
指
定
無
形
文
化
財
「
絣
」
保
持
者 

福
井
貞
子

先
生
の
指
導
の
も
と
、
織
物
教
室
受
講
者
の
皆
さ
ん
に
お
手

伝
い
し
て
頂
き
、
倉
吉
絣
の
コ
ー
ス
タ
ー
と
草
木
染
の
ハ
ン

カ
チ
の
製
作
を
、
楽
し
く
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 

集 

後 

記 

 

１１
月
に
長
女
が
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
す
で

に
昨
年
、
入
籍
は
済
ま
せ
て
い
た
の
だ
が
、
コ

ロ
ナ
の
関
係
で
１
年
遅
れ
の
挙
式
と
な
っ

た
。
旦
那
さ
ん
の
実
家
が
あ
り
、
二
人
の
出
会

い
の
地
の
、
京
都
の
結
婚
式
場
で
の
挙
式
で

あ
っ
た
。 

３０
年
以
上
も
前
に
な
る
が
、
私
の
時
の
結
婚

式
は
、
大
学
の
同
級
生
が
、
パ
ン
ツ
一
丁
で
一

升
瓶
を
回
し
飲
み
し
、
新
郎
を
酔
い
つ
ぶ
す

と
い
う
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
親
戚

の
お
じ
さ
ん
が
オ
ペ
ラ
を
歌
い
だ
し
、
ホ
テ

ル
の
ビ
ー
ル
が
底
を
つ
く
よ
う
な
大
宴
会
状

態
で
あ
っ
た
。 

娘
た
ち
の
結
婚
式
は
、
友
人
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
挨
拶
も
あ
ま
り
な
く
、
映
像
を
使

っ
て
演
出
し
た
り
、
ラ
ン
タ
ン
を
浮
か
ば
せ

て
演
出
し
た
り
と
、
お
し
ゃ
れ
で
ス
マ
ー
ト

な
式
で
あ
っ
た
。 

大
酒
を
飲
ん
で
、
大
号
泣
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
教
会
で
讃
美
歌
の
中
、
バ
ー
ジ
ン

ロ
ー
ド
で
、
娘
を
エ
ス
コ
ー
ト
し
て
歩
く
時

に
は
、
涙
が
頬
を
濡
ら
し
て
い
た
。
や
は
り
泣

い
て
し
ま
っ
た
。 

娘
た
ち
に
は
、
末
永
く
幸
せ
に
暮
ら
し
て

欲
し
い
も
の
だ
。 
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第２５回伯耆しあわせの郷ペタンク大会 
≪第７回国際交流ペタンク大会≫ 

 

を３年ぶりに開催 

令和４年１１月１９日（土）伯耆しあわせの郷ゲートボール場にて、曇天の

中、第２５回伯耆しあわせの郷ペタンク大会が開催され、各地区から２９チー

ムの参加と国際交流２チームの参加で合計３１チーム、９３名の選手により熱

戦が繰り広げられた。４チームによる予選リーグを戦い、得失点差による順位

の決定が何組も発生する接戦が多く見られた。予選を勝ち上がった８チームに

よる決勝トーナメントを実施し、上井悠々クラブが優勝した。 

 優 勝 上井悠々チーム 

準優勝 上井本町Ｂチーム 

第３位 明倫Ａチーム 

第４位 八屋 Aチーム 

くらよし国際交流 

フェスティバル 2022開催 

１１月２０日（日）くらよし国際交流フェスティバ

ルが３年ぶりに開催されました。開催を待ち望んでい

た約１，０００人の方が来場され、各国の展示、ステ

ージ、飲食のブースを楽しんでおられました。 

 

中
国
地
方
地
域
づ
く
り
等
助
成
事
業 

「専門家に学ぶ剪定教室」開催 

  

11
月
26
日
、
し
だ
れ
桜
の
里
を

育
て
る
会
で
は
、「
専
門
家
に
学
ぶ

剪
定
教
室
」
を
地
元
で
造
園
業
を

営
む
小
谷
造
園
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
専
門
家
の
技
を
学
ん
だ
。
参
加

者
は
20
名
。
前
半
は
座
学
で
「
ど

の
枝
を
切
っ
て
ど
の
枝
を
残
す

か
」、
後
半
は
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
と
赤

松
、
し
だ
れ
桜
を
題
材
に
実
際
の

剪
定
技
術
を
学
ん
だ
。「
２
年
後
、

い
い
具
合
に
な
っ
て
い
る
が
や

～
」
と
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。 


